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松森胤保『止式中議』考
-　序説･附翻刻
序
(I)　本稿の目的
たねやす
松森胤保(l八二五-一八九二､旧姓･長坂)は､出羽庄内藩の支
(-)
藩･松山藩(現在､山形県酒田市(旧･松山町))　の付家老として戊辰戦争を戦い､降服後には同地の新制度への変改において指導的役割
メ
を果たした人物である｡しかし地方史の次元においては､政治的文脈ではなく'むしろ科学史･生物学史･博物学史の文脈において近代科学の先駆者として位置付けられることが多い｡すなわち'戦前以来､おおむね｢東北辺陳の地に在って明治の初年未だ科学が普及して居なかった時代に独学を以て科学を研鋳して､これを以て政治を行ひ大衆
〔-)
を導かんとした偉大なる学者｣として評価されてきたのである｡
近年筆者が企図しているのは､これまで近代科学につながる過渡期
の学者として位置づけられ'政治的･社会的状況からは検討されてこなかった松森の思想を考察することで'新たな幕末維新像を描-ことである｡戊辰戦争の敗者のすべてがただ受動的に維新という社会変改に呑み込まれていったのではな-､むしろそこには､みずからが本来
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有していた思想を転回させることで維新を解釈し受容した人物が存在したのであり､松森はまさにその一人にはかならない｡松森の思想を
1例として､彼が維新をいかに解釈し認識していたのか､そしてその
認識と｢独学｣による｢科学｣研究とがいかに結びついていたのかを考察することで右の企図はかなえられるのではないか｡本稿においては'松森の思想を研究する上で不可欠な資料を翻刻･紹介し'今後の礎石とすることを目的とする｡
ここで松森の略歴を'1八六八　(慶応四･明治元)年前後の状況を
】xr乃
中心にまとめると以下のようになる｡
一八六七　(慶応三)年'松山藩が本港･庄内藩とともに薩摩藩邸を
焼討ちするに際し､松森は惣大将として松山藩士を率い先陣を切る｡
一八六八年､藩主･藩士ともども松山へ帰り､庄内藩とともに列藩同盟側として参戦する.松森は松山藩の軍務総裁と庄内藩l番大隊の参謀を兼任し､松山藩士とともに新庄･秋田各地を転戦する｡松森自身には戦果を挙げているという自負があったが､同年九月に諸藩と-に庄内藩の降服をうけて､松山藩も降服にいたる｡この際､松山を守ったという意味の　｢松守｣という姓を松山藩主･酒井忠良より賜るが､
一九
拝辞｡のちに'｢守｣を｢森｣に代えた｢松森｣姓を名のることとなる｡
松山藩が新政府から下された処分は'藩主忠良の隠居と二万五千石
から二万二千五百石への別封であった｡領地と家督を引き継いだ酒井忠匡は､版籍奉還に際して松山藩から名を改めた松嶺藩の藩知事の職に就いた｡松森自身は付家老から人参事へと職名を変更するが､藩政の中心にいることに変わりはなかった｡以降'一八八一(明治一四)年にいたるまで､松嶺区長'第五大区学区取締(1八七二八明治五)午)などを歴任して松山地域の政治に与へ一八八二(明治一五)午から一八八四(明治一七)年まで山形県会議員を務め､引き続き同年には戸長'飽海郡一番学区の学務委員を務める｡一八九〇(明治二三)
]iS･r
年には旧松山藩士羽柴雄輔らとともに､奥羽人類学会を結成する｡
著述活動が活発化するのは松山地域の公職を退いた一八八一(明治
1四)年頃からであ-､一八八六(明治一九)年からは自著目録『南
郊著述目録』を著し､自身の著作をまとめあげる作業に取-掛かる｡その死に至るまで書き/描き続けられた著作は三百冊を超えるが'主要作品と日されている数冊の翻刻と復刻が為されているほかは未刊である｡ただし､その内のおよそ半数が酒田市立図書館光丘文庫に寄贈
一Lt)
され､webサイ-上で全頁が公開されている｡(二)先行研究紹介
松森の『両羽博物図譜』(一八四二八天保一三)年～未完､以下『図
譜』)は､その図画の美しきと精確さから山形県の有形指定文化財と
(6〕
もなり'松森｢畢生のOpusmagnum〔最高傑作〕｣として最重要視
二〇
されてもいる｡博物学史･生物学史研究の立場から『図譜』に関する詳細な成果を挙げている磯野直秀は'松森の｢自然探究の姿勢｣における特徴として､次の三点を挙げている｡
第1に､松森がみずから実物に当たることを重んじた点である｡磯
野は､『図譜』作成にあたって松森が実物の写生を基本としたところに｢実証性｣を見てとり'｢江戸時代の本草書類｣との差異を指摘し､庄内藩校･致道館における｢狙裸の古学｣が松森の｢実証性｣を育んだのだろうと推測している｡
第二は､松森が｢欧米の新知見｣に盲従しなかった点である｡磯野
は'稔森がモースの講演記録を通じて知った欧米の進化論をそのまま受け売りするのではなく自身の経験に基づいて独自の説を展開した
′
ことを評価している｡
第三は'松森が｢枚挙の精神｣と｢体系化への志向｣を兼ねそなえ
ていた点である｡磯野は､幕末から明治初頭の庄内地方が｢石器･土器から鉱石､化石の収集がきわめて盛んなだけでな-､大の大人たちが目の色を変えて蝶を追いまわす土地柄｣であるという｢風土｣であったこと'また松森が｢儒教教育｣を受けていたことにその精神性が起凶している､と述べる｡そして'この｢枚挙の精神と体系化への志向こそは'欧米のナチュラル･ヒストリ-(博物学､自然誌)にとって車の両輪となっているものにはかならない｣として'｢本邦では稀有｣
｢7)
な存在として､松森を描き出している｡
磯野は松森を高-評価するが､その評価はあ-まで近代科学の知見
から振り返られているものである｡そのため松森の説が当時の知識状
況と比べて先進性が見られる場合には高-評価するが'後進性を表わすものであった場合には低-評価することとなる｡
彼にはかなり高等な生物も自然発生する場合があると断じる一面もあるし､実証といっても外見に留まり､体内の構造には及ばなかった　〔-〕胤保は'生物の外形を過度に重視したり､人魚の実在を認めるなど,著しい古きも多々残している｡また､やや自信過剰かつ頑固だったらしいので'現在からみると奇妙な結論や怪しげな主張も
1
各所に現われる｡
｢近代的｣な学知としての科学史においては'外形を重視して動物の体内構造を考慮しない姿勢や『図譜』中に｢人魚｣を配置する松森の思想-特にここでは自然認識は､｢著しい古きも多々残している｣
メ
｢現在からみると奇妙な結論や怪しげな主張｣などといった後進性のあらわれであると説明されてきた｡しかしながら､彼の自然認識は一八六八年前後の明治維新という社会的変改への認識とも結びついたも
一9〕
のであり､科学史上に位置づけて先進性･後進性を計る見方だけでは説明しきれないものである｡
そもそも､松森を科学者と捉える研究が一様に重要視している『図
譜』は､果たして松森の学究における中心著作に当たるのであろうか0松森の思想を考察するにあたって重要な著作を､松森自身による自著への評価から選択し考察することが必要なのではないだろうか｡
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l　『止尤小議』解説
右のような問題意識に基づいて､本稿では松森の著作『止支小議』
(1八六六八慶応二)午)を翻刻し紹介する.本作を選択した理由の
い
第一は､松森の自著目録『南郊著述目録』(一八八六八明治一九)午)において重要視されているためである｡
『南郊著述目録』は'全著作を大き-｢内家の私事｣を著した｢内
書｣､それ以外の｢外書｣､前二者を著す際に用いた｢材料｣に三分し､更にそれを十四種類に分別する｡｢外言｣部では'各書名の上部に宋筆で記号を加え､｢未夕著書卜称ス可カラサル者｣､｢萄モ著書卜称シ人二示スモ可ナル者｣(未だ著書と称する事はできないもの､万一著書と称すことができれば人に示すもの､同記号)'｢修正ヲ加へテ世二公二セント欲スル者｣(修正を加えて世に公表したいもの)'｢必世二公こセン事ヲ欲スル者｣(必ず世に公表したいもの)の三段階評価を与えている｡自著の中で自信作と推測される｢必世二公ニセン事ヲ欲
〈‖)
スル者｣はほとんどが明治期に入ってから､しかも晩年に著したものである｡
｢必世二公ニセン事ヲ欲スル者｣類のなかでもっとも重要視してい
■▲
る『侵勢危言』(1八六九八明治二)午)は周囲からの批判が大きかったらしく､その冒頭に掲げられた｢叙｣においては､松森が幕藩時代
卜
と明治維新後とで｢節を変｣じていると辛殊に批評されている｡しかし､実際に松森は幕藩時代から維新を経て｢節を変｣じているのか｡維新以前に著された『止曳小議』を考察することで､松森の維新前後
二一
の変化が明らかになるのではないだろうか｡
『止曳小議』を≡一口でいえば､武士が｢武｣　の時においていかにあ
るべきかについて述べた著作である｡
｢武道総論の事　第二から｢腰技の事　第十九｣にいたる1九章
からなり'本文部分の完成はl八六六　(慶応二)年十1月二六日である｡後書きが付されており､こちらは1八七l　(明治四)年五月l六日の日付となっている｡湯治に行った際に清書したもので､後記を付している｡そこで松森は次のように述べる｡本作は文辞の錯乱や他者への批判など罪に当たる点を含んだ書であるが､文辞の錯乱はもとよ-作文が不得手であることに由来Ltまた他者を批判するのは藩を盛んにし､人物に速やかに｢進化｣してもらいたいからであって､それゆえ'罪を負い自身を責めることになろうとも､その勤めを全うする
(E)
ために本作を清書するのである'と｡
本稿においては紙幅の都合上'冒頭の四章｢武道総論の事　第一｣
｢吟味の事　第二｣｢文学の事　第三｣｢忠良の事　第四｣を翻刻し紹介する｡本作は'抽象的な概論から章を追うごとに個別具体的な事象への対応を述べる'という構成になっている｡中でも冒頭部分は立論の基本となる部分であり､保元平治の乱以降に世は｢武国｣となったが､｢治平｣がうち続-ことによって｢武風｣が衰え｢浅間敷き世｣となってしまった'とする現状認識がまず説かれている｡また､｢唐土｣と｢日本｣との差異を指摘し'同じ｢聖人の道｣を学ぶにしても'第
一義とすべき点の異なることを主張する｡すなわち､｢武国｣日本に
おいては｢唐土｣のように｢仁｣を第一義とすることは不適切であり'
二二
また｢武風｣　の衰えた今にあって'武士とは学ばなくては到達できない存在である｡そのため､｢能き武士たらん｣という至上目的を達成するために｢聖人の道｣や｢本朝正史｣を学ぶこと､また学ぶ者同士の｢討論｣や名士への｢質問｣などによる｢吟味｣が不可欠であるとされる｡第一から第三までは以上のようにまとめられる｡
第四は松森の君臣関係観が表われている章である｡｢吟味｣によっ
て学ぶべき｢武士の眼目｣は｢忠｣である｡しかしながら､松森はこれを単なるロイヤリティの謂であるとはしない｡｢忠信｣｢忠恕｣など
｢ママ､
といった熟語から｢古儀｣を類推し､｢忠｣の字義とは｢心の徳｣｢冒の徳｣であり､｢言｣が｢心に中る｣であるとする｡このような｢忠｣は｢直｣と似ているが'単に主君に対して正直なだけの｢一直者｣で
′
あっては'人臣として不充分である｡ここで松森は､国が混乱しているときにあっても君主を恨まず自身の職務を務める者こそ｢本儀｣　の｢忠臣｣であると捉え直す｡さらに､その｢忠臣｣　のなかでも大小があ-､いかに主君の為を思って行動したとしても結果が伴わないものは｢小忠｣であり､家や国を維持させることのできる｢社積の臣｣こそ｢大忠臣｣すなわち｢良臣｣であるとして理想視するのである｡
この｢忠｣観念は､戊辰戦争降伏後に著された『侵勢危言』にも通
底する松森の認識であると考えられる｡松森は『侵勢危言』において､明治維新を｢革命｣ととらえ､｢勢｣ある｢朝庭｣が何を為すべきかを｢危言｣､すなわち直言している｡この直言するという態度は『止曳小議』にみられる｢忠｣観念の発露であると考えられ､さらに｢革命｣後において自身がいかにあるべきかという問題とも連関するので
はないかと考えられる｡戊辰戦争をはさんだ両書における松森の思想の連続と断絶に関しては'他日'別稿において述べたい｡
二　『止尤小議』翻刻
(I)　凡　例
1　本書は､松山藩付家老･長坂胤保(のち桧森胤保)の著作である.一本文には､末尾に一八六六(慶応二)年十一月二十六日の口付が
ある｡後記の日付は一八七一(明治四)年五月十六日であり'この時現存するかたちに清書されたと考えられる｡
1　松森の著作はほとんどが未刊であり､手稿は子孫である松森家､
松山町資料館､酒田市立図書館光丘文庫'および鶴岡市立致道博
メ
物館が所蔵している｡本書は酒田市立光丘文庫に所蔵されている｡
一翻刻の底本には､酒田市立図書館のwebサイー｢古文書画像検索｣
(http‥＼＼tibrary.city.sakata.lg.jp＼imgsrchJoLndex.htmt)上で公開されている画像資料を使用した｡画像資料は表紙を含めて見開き状態で撮影され､tL05)4000)からtt05)40078まで番号が振られている｡この番号の下二桁(以下､画像番号)を用いて紙面の区別をし､また見開いたときに右側になる頁を｢A｣､左側になる頁を｢B｣と呼んで区別した｡
一表紙以下の書き込みの無い頁(IA～-A)　の翻刻は省略した｡
翻刻は目次の始まる-Bから開始する｡
1　手稿のため､後から加えられたと思われる文字が小さ-書かれて
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いる部分が間々あるが､通常の大きさの文字と同様に翻刻した｡合字は｢こと｣｢とき｣などと開いた｡旧漢字･異体字は現行の新漢字を用いた｡適宜読点(､)を施した｡割注'頭注は'その旨を記して　〔　〕　のなかに収めた｡頭注は､章のはじめに注が付されているときには題名の次に'段落に付きれているときには当該段落の次に付した｡
一原本中の訂正箇所(削除記号､転倒符など)　は'訂正された記述
のみを翻刻Lt必要な情報がある場合は末尾に注記した｡
1　右の外､本書の校訂のため'翻刻者の加えた符号は次の通りであ
る｡
判読難の文字欠字断り書きのない場合は翻刻者による注記紙面の終わりに付した｡傍らに'次の画像番号を
算用数字で､左右をA､Bを用いて示した
(二)　翻　刻
止曳小諸目録
武道総論の事吟味の事文学の事忠良の事
第　第　第　第
四　三　二
役儀の事君命の事諌言井に武士の詞の事名の事旅中心得の事腰の物井に総ての武器の事武芸の事軍の事喧嘩の事慮外井に手討の事助太刀の事乱心者井酒興人の事仇討の事切腹の事腰技の事
第　第　第　第　第　第　第　第　第　第　第　第　第　第　第
十　十　十　十　十　十　十　十　十　十　九且八　七　六　五
九品八　七　六　五　四　三　二　　　　　｣
｣
止支小議
武道総論の事　　第一
〔頭注=明治ノ乱'都邸ノ役こ､予一隊ノ兵二将-シテ'宗室ノ軍二従ヒ'君上之霊卜士卒ノカトニ依テ､先登ノ功ヲ奏シ'北伐ノ時モ亦一隊ノ兵ヲ卒テ宗軍二参謀トシ､城ヲ屠り壁ヲ抜､前後数十戦'未夕曽テ1敗ヲ取ラス､自ラヲモエラク､平日ノ志二負カストス'山豆大快事ナラスヤ､〕
二四
保平以来□王綱緒を解き'戦闘日々に盛に'政権移て武門に帰せしょり'遂に武道と云もの立ち､国初の頃二及てハ'英雄四方に起り'其道弥盛な-､□神祖龍輿四海統一に属するに及て､其道も漸至りを極め､止に国体を立ると云へし'中古以来国を武国と称Lt世を武家の世と称し､士を武士と称し､其道を武道と称す､□台猷二廟の間に及てハ､天下既に事なしと難'武風末衰へす､
5.A
然とも亦之を施す所なし､此に於て気｣義あるものハ'吟味の詮誼のと云て悉武士道を諭す'去なから､既に謂ハゆる実地を離れて席上の虚談に属しけれハ'議論ハ戦国の時より却て高くとも'其実戎筆未舌頭の末二陥-たる事多しと錐､猶頼母しき世と云へし､去れハロ厳廟の頃まてハ儒を以名ある者と錐､学問ハ士の隠し芸なとゝ猶唱命し､聖学を好むを以乱ら秘する者まてもある也､過きたる事とハ云なからも､武を先とするの此の如くなる'亦猶頼母しき事ならすや､夫より往々治平久しく打続きしかハ'武風次第に裏へ､武士と云も名ばか-に成り､家に在てハ飲食の
｢DB
吟味'外に出てハ｣襟緒二揃へぬる穿整なとのミに成て､先哲も云か如-'名家の子孫杯云を見ルに､其名ハ祖先を冒シ居ると難､其人物ハ婦女か役者のよふこして､青面して夏足袋踏居る者杯のミ多-､浅間しき世の様二立至りぬ､武道の廃れる事惣て此類にして､歎息に堪へす'我か一門の白井西部ハ近代の長者と聞へしか､予先師坂尾観水先生初て其門に人し日､吾子ハ能き儒者たる事ハ願ふへからす､能き武士たらん事を志して学問をすへしと'言葉の初に教へられしと曽て伝へ聞きぬ'武国の武士こして学ふ
6･ハ
からニハ如何にも左あるへき事にして'慕｣　ハしき詞哉と耳底に
郷カ.
止り､幼き頃より今二至るまて楢1日の如し､去ハ余りに心得かたき世の様に立至りぬるに付ても､責てハ子孫姪弟等か心得の一助にもと思ひ､予か心得を筆にせんと欲すれと､思ふ丈ハ書き尽すへきにもあらす､依てハ世の文ともに見当らぬかど′トの､指当り今の世にも猶心得あらしめ度き事ともをのミ主にして誌ものなり､昔周の武王段商を打平らけし後､干支を戟'弓矢を嚢にし､馬を放ち牛を帰へLt　二たひ武を用ひさるを天下に示して万民の心を安んじ'八百年の天下を保ちたれば'｣時に取てハ如何にも去計ひの有へき筈也､我国にても慶元の際ハ頻に武風盛ンに成たれ
2S)カ
は'天下1統せし後も殺伐の気檎残-'動もすれバ闘争の起る
メ
へき勢なれは､□幕庭を初として'何れの家々にても一時殺傷の気を押へられた-､是則周の放帰と符合せしに似たり､然とも万般の事愛に利あれハかしこに害あり､彼しこに損あれハこゝに益あるならいこて､始終1筋にてハ国家ハ治め柾き事なれハ､在上の人ハ深-時勢を見計'進退取捨するハ肝要の事と知可し､去ハ執政の大官をハ家事とも塩梅の臣とも云り事こて､是則五味を加減して和｣糞を作るに肇'聖人の教こも'治に居て乱を忘れさるを以肝要の事とし､□神祖二も隣国に強敵有れハ油断を生せすして､国の為にハ却て能き趣の御詞まて残し賜心しこあらすや､去ハ武を伏せぬるこも時節も有り程も有るへき筈なるに､当時の如くいつ何ン時何れに何二事の起るも計-かたき世態に及ても､在
松森胤保『止曳小譲』考　-　序説･附翻刻　-
上の諸吏目か覚メす､下か気荒に成てハ治メかたし杯云ひ'武道の廃れ果てし公家上膿のよふなる武士を以上なき事と思うハ､口情と云も余-ある事とも也､下か地ならハ上は鬼にも神にもなりて之を制すへし､下の気荒を押｣ゆる事のならぬ様にてハ､乱世に及'敵国の間に立て一日も国を守る事のなるへきにあらす､こゝに1ツの醤あ-'鷹鶴野に居て鳥獣を楓する時､日も疾ク爪
粁力一ス
も俊ならてハ叶ハぬ業なり､然に之を拳に載せて居ゆる時ハ'直グに其荒鷹の侭なれハ鳥を見過ごし'又ハ利爪鷹掛を通ウス事な
ハヤ7サ〔掘力
ともあれハ'隼にハ頭巾を冠らせ､又ハ爪先を切､夜居へ彼是し
〔馴カ
て気をおため'人に訓レしめて後､始メて行列こも遊楓にも用ゆる事なり､去りなから是こも程の有ことにして'鳥見ぬか能ひ爪切ルか能しと云て､目をハ潰して仕舞ヒ'爪をハ指際より切棄て
T-～1
たらん二ハ､平日拳こありて｣　ハ極めて穏なる筈なれとも､今ハと云時ハ何の用こも立夕ぬなり､今時の武士ハ上下共武士の武ノ字も軍サのイノ字も心得なき者多し､是則鷹の三材を失ひたるも
｢輔力
同し也､殊に鷹を仕入するにハ爪切夜居ヱする杯云斗こもあらす､志し合気合を指引するハ尤肝要の事なれば'武士を引立ツる者'此心得尤大事と知へし､扱又勇を好ムの弊､乱を作二至るハ古ヱより往々之ある事なれハ､武を励ムを恐るゝも柳其理なきこもあらねと'全クハ其道を知らさるよ-の痴言なり､己レ能其道を知りたらん二ハ､何程之ヲ引立ツるとも其弊ハ少ナかるへし､
･ヽ=
能ク道を知と云て他事ある二あらす'能ク｣其武ノ字の大儀､止文の本意ヲ執て､其弊の生すへき処を予メ制するを云也､武ノ字
二五
の意儀と云ハ､専乱を排て治に室らしむるを云な-'其字も曳二従ひ止に従ふハ､則文を止と云の意なり､武王lたひ怒て天下大
ユ
に走と云ヒ'王赫として宴に怒-蒙に其旅を整へ､以旅に狙クを
ト,/〔ママ
按ドむ杯云ハ､皆武ノ字の本儀なり'予今此書に命するこ止犬ノ
ヽ
字を以するも'亦其儀を忘れさらしめんが為なり､武と云ヘハ只彼ノ猛烈傷殺二止る事と思ウハ大なる謬な-､其其弊の生すへき所を予メ削すと云ハ､孔子の所謂勇を好て学を好まされハ其弊や
9A
賊と云ひ､又勇あり且方を知らしむ｣　へし杯云ふ聖旨を休し'武を助にハ文通をハ弥厚-はげまして能ク彼の礼譲義方を教ゆるを云なり､武道を励マさんと欲すと錐､先きに立て之を卒ゆる者､先ツ以自其道二明らかならされハ叶ハぬ業なり､中二ハ1両人心得たるも
タイセイ
の有とても'世の風か風なれハ大勢競ひかたく､中々以施す所ニハあらす､口に発する事も亦難し､去ハ世間の武事を修すと云を見るに､帳面調の調錬やら大名を集めて合併と云趣向やら､1より十まて本を棄てゝ末を取の類､間にも忍ひぬ事のミ多し､武を引立ツるとて､格別取漆工たるよふの事を為こも及ハす､又過分｣　の賞罰を行うこも及ハす､先に立ツ者十分自分の身に其心得を占め､身を以之を卒ひ賞罰其図に叶ひ'生きたる扱する時ハ万
～
事に生気行キ渡る事こして､是こそ最肝要の事なるに､吾か身に心得の無き者か世禄世官を以て出頭する世なれハ､夫等の事ハ思ひもよらす'一敗地に塗ゆるまてHの覚メぬ家多かるへし､無きょり悪しゝと云にハあらねと､当時武芸を引立ツる如-'足軽の
二六
千射ハ鳥目百文､二千射ハ金百疋褒美を取らするなと云如く'先例先格なと云て一筋に帳面繰する恩賞なとハ誠に其詮あらす､去
川A
ル事ともは'･取らする｣方の調よ-ハ取方の調の方ハ却て早-請ミ居り'貰ニハあらす､自分の方よ-取るバかりの心得にてある業なれハ､総ての引立テ方'皆此姿の何の益こもならぬ事とも多し､弁へすはあるへからす､
a･>(I.
聖人の道を能学ハんにハ､耗国体に艶■する所肯て之あるへからず､極まる所ハ同しけれとも､只其暫前後するか如き処あるものハ､唐土こてハ仁に当て師二譲らすと云フハ至要の事なるへきに､我か国にてハ勇を振うへき二臨んてハ､親こも君にも師こも人にも譲らさるの気節を尊ふ､是其先とする所文武の差あるを以
.I･=,
也､東方の武士たらん者､此心得ハ｣仮り初こも葱にすへからす､
一体東方の武道と云りもの'其大なる所を論すれハ葉覇者の風を
帯ひ､小なる所を論すれハ願侠者の道を尊ふに似たるものあり'嘉ハ知-難しと称す'其言素よ-然りとす､然とも義ハ独之を知りかたき而巳に非､知-たる所の義も之を踏にハ弥以て難き所あり､志士宜-勉めすハあるへからす'近時武道久シ-地に落ち'武道と云ハ何事たるを知らさる者世に多し､偶武道々々なと云ものあるも､其指す所専武芸を云也'武芸ハ素より武道の外なるこあらすと錐'之を以直に武道と覚ゆるハ大なる不覚なり'借武道とハ｣武門一体の道を広-指す唱にして､忠孝義勇軍陳の事ハ云に及ハす､其他一切の武徳及武門一切の言行操節等を合ハせて咽る事也'武芸と云ハ､其内なる剣術鎗
勿カ〕
術馬術弓術砲術等ハ忽論､其他武事に関係する技芸一切の末事を唱る所也､武士の身として是等の区別を知らてハ'猶農夫の寂麦を分たす､商人の金銭を弁へさるも同し辛こして'上もなき恥辱也､
吟味の事　　第二
r戯｢･;)カ
一　聖人の道を能くさへ学へは旨て我か国体に背-所なしとハ云へ
とも､日本武士ハ自日本武士の風音ある事なれハ'うか　-　｣と学問してハ､動もすれハ其致を謬り易すけれハ'志士ハ宜-漢籍のミにあらす'本朝の正史ハ勿論､前章二も話せし口猷廟前後の武論の書をも講究し､戎之を朋友と討論Lt或之を名士二質問すへし'之を吟味の第1義とす'
一無用の論を好まぬ杯云て若輩の身を以吟味を忽にする者'世間に
メ
間々之あり､去ル事云ふ者ハ'口賢きよふに聞こゆれと'決して能事とすへからす'己レに十分見識立ちて去ル事云ふならハ之も去ルへき事なれと､其僻必然らさる者多し､心二愛し言ハさるに達しと云ふの理にして､ケよふの遁辞をなすものハ､自分に之を
IpI
諭す丈ケの力なき者｣　の常な-､若き時ハ随分無用の論もなすがよし'世ニハ其の無用とすへきものハ'容易に有らぬものなり'去れハ其時ハ無用の論と思ひても'其義を研究して置けハ'他日必有用に属し､大に其益を成ス事多きものな-'又無用の論ハ無用なりとて'有用の論計りを以修業の出来る鴇のにあらす､且有用の論計を為さんとするにハ､必其事に行き逢ハでハ諭すへきよふもあらぬ等也､事に臨んて始て其義を論するを間に合ハせと云
松森胤保『止曳小議』考　-　序説･附翻刻I
て､用に立夕ぬ事多し､縦令間に合ハせにもせよ'章二臨んて論する間合の有事のミ出来こんものならハ猶可なるへしと雛､武道
頒
〔｢興廃｣削除〕　盛-立たぬ｣　の機と云ふハ､多-ハ一髪を容れさるの間に於て決断せてハ叶わぬものある也､去れハ若き時ハ有用無用にか､わらす'平日能JV調ラヘて置をよしとす'然せされハ'土の立チ所ハ中々十分ニハ弁へかたき事多かるへし'調ラふると云て自分限の了見こてハよからぬ也､自分の心得斗こてハ､たとい大上乗の地なりと思ひても'之を他人と論談して初て再ひさとる事の多きものなれハ'呉々も論談をよしとすへし'倍大見
一度我に立ツ時ハ､初て青天の白日を見るか如ク'死生変せす百
出惑ハす､快ク臨機の決断も出来ぬる筈なれと､日の初より無用
3<
の論ハ様なと云て吟味を忽こする者こハ､事二臨て｣お-れを取者必多かるへし'武土ハ決断を尊ふ､決断あしけれハ後れを取る事多Lt後れを取るハ武門上なしの不覚也へ去連筋違なる決断すれハ犬死する事ある也'去れハ平常の吟味実に肝要なり'借其吟味をなすニ'国初の頃なれハ武道所謂人二在か故に､其牡に生れ合せたる者ハ書を読ますと云とも､英人丈ケの吟味ハ行届-可き筈なれとも､当時の如-此道既に地に落るに及てハ､一通の吟味にてハ得かたし､前に記ス如-'兎角書籍を読こあらされハ叶ハぬ業と悟るへきハ
_EC
勿論の事なれと､求る心さへ探切なれハ'左なが｣ら書籍のミにもあらす'浮世話の中二三一口の間へき事ありても胸臆に止り､草双紙の中二1事の見ルへき事ありても心肝に銘して終身忘却せさ
二七
るものなれは'求むる心の深切なるを尊ふなり､去なから､中本又ハ軍書本なと唱ふる本類ハ'多-下賎の者の手になれる物と兄へて'将もなき評判多きものなれハ'必迷ふへからす､
一武士ハ総て懐き事を恥とす'申さハ'人と争論して己まけ口に成
りし時､口先バか-の弁舌を舞ハして苛も勝たんとする杯も亦其懐きの一事な-､己か説のあしきを知らハ'如何にも潔よ-謬る
E<
を以て本意とす'去なから｣又愛に一ツの謂ハれ有り､潔よきか本意也とて'軽々し-謬りて之を恥とせさるハ'又其恥を知らさる也､恥を知らさるハ是又武士道の大欠也'去れハ平日吟味学問を遂けて道義を明かにし､何ン時何ツ地に於て何二事に速とも､後れを取らぬよふに厚-磨き成スハ第一也'其上二も及ハさる所ありて､万一行間ゆる時ハ'如何こも潔よく謬るを善とす､予をハ磨かすに､軽々し-謬るを以善しとするニハあらさる也'去ハ吟味を以兎角肝要の事と心得へきなり'
一吟味の繁昌せし頃ハ'虚論勝チに成て､土ハ常に両眼を閉て採る
事も悪し-と云ハかりの論あるに及ひし事｣まても有れと'去ル姿の事ハ惣て過きたる事と知るへし､申さハ'士ハ見切か大事のものなれハ､見切次第､時に取てハ大ノ字な-に成て大イヒキを掻キ､ノク　-　と昼寝杯するも却て勇々しき事二当ル場も之あるへ-'万事此味を会得して広き天下を以て求メて陳-し､盗賊の身か仇を持たる者の如-窮屈に世を渡るハ'却て武士の本意にあらすとすへし､
文学の事　　第三
二八
〔頭注‥慶応之間'有志之士､大利等之カニ依テ､初テ学館之基業ヲ開キ､明治四辛末之夏二及テ則落成シ､大二生徒ヲ教ユル事ヲ得'大二愉快ヲ覚ユ〕
1　世に聖人の道を以非とし､唐土ハ唐土､日本ハ日本杯と云て是を
㍑A
糊る者多し､是則聖人の道を知らぬハ云まて｣もなし､併ハせて日本の日本たる所を知らさるよ-の曲言なり､□天朝に於てハ上世□応神天王百済国の貢使阿直岐に命して口皇太子菟道の椎郎子に孝径を教へさせ給ひしより'遂に聖人の道を取て我国の道となし､後々二及てハ学校をまて設'其学神を祭-以我人倫を正し'天下を訓導し給ひ'天子と称するも禁裡と称するも､将軍と称し武士と称するも､父子兄弟夫婦親朋と称するも､其他百官位階ハ
′
言ふに及ハす､道徳仁義礼楽刑政孝悌忠信及凡百の事務に至るまて､世々の先帝先臣皆其心力を尽し悉其道に依て立て､以一千五
ー5R
百余年｣来日本を維持し賜ひしに非すや､又武家に於てハロ神祖龍興し給ひしよ-､官は両院の別当に任し'政ハ弥其道を閃かせ給ひ'学館は勿論聖廟をまても立てさせられ､歳時に之を祭和し､政の断しかたきハ之を儒臣に決し'武家諸法度こも文武忠孝と有て文を以て百事の先とし玉ふにあらすや､去れハ日本の土に生れ武家の世二在て､去ル曲言を発するものハ､之を知らさるこあらすハ､時壬の改を奉せす'合ハせて聖人を非しる者と云へし'時王の政を奉せさるものハ論するこ及ハす､聖人を非る者は法をな
川A
ミす､是大乱の道也と孔子ものたまひしな-､畢｣意去事云ふ者ハ深き見識あるこあらす､多-ハ己レ文盲にして､学力ある者に
向へは討論すへきよふもあらされハ､去る遁辞を口実として自ラ短を飾るあり､果して如何なる事そや､只学者の誠むへきハ'虚
一陥力
論に走り文弱に踊らさる二あるなり､
一文と武と格別の事と覚ゑたる者世に多し､又過なり'1体文と云
ふハ人道の惣名也'然るに武事ハ人道至大之重事なれハ'如何てか之を以人道の外とすへけんや'去ハ文と云ヘハ素より武を含
lらb
ミ､武と云ヘハ文を兼たる字こして'所謂武ハ干支を止むる｣所也と云の俵を以'件の如-麦に従ひ止に従ふ也'然に心得なき者ハ'武ハ干支を動かす所と逆に覚へし者世二多Lt大なる取遠と亭っへし'繰言なから､王赫として愛に怒り'宴に其旅を整へ､以旅に阻-を按むと云､又君子若シ怒せバ'乱庶ハ適温んと云､
一戎表して天下大に走ると云の類'皆以武ノ字の本義を知に足
メ
る､只其異なるか如きものハ､治乱に依て暫共用を異にするものと知るも可ならん乎､古へハ'入てハ相'出て≧ハ将と云て其職も二に分ケたす'後世之を分けしより'文武ハ別物の如-和漢共
ー7A
に心得違ぬるに至れりと云､皆其本｣儀を失ひし所とす'去ルへき学者に至るまて､文武ハ車の両輪あるか如し杯云者ある二至､世人の惑ひ易き所なれとも'本儀をハ取失ひたりとす'然に今の世にハロ将軍家こて両院の別当を兼たまひ､諸家の家老も事あれハ出テて将たるへきの削なれハ､其実ハ則古義に叶へりと云うへし､依てハ今の世にして文武別物として､之を分かつハ弥過チと云うへし､今川了俊杯ハ去ルへき男なれハ､乱世に在なからも'文道を知らすしてハ武道終に勝利を得かたき事を子息の訓誠とせ
松森胤保『止曳小諸』考　-　序説･附翻刻　-
ー7臼
しハ'智士と称すへし､｣
一悪しき学者を見て､学問ハ悪しきもの也なと覚ゆる者間々有る事
なれと'大なる過ち也'飲食水火は人倫重要の品にして'一日も欠へからさる所也'然れとも飲食に当てられて病ひする事あり'水難に逢ふ事あり'火乗に掛る事あるなり'去-とて飲食水火を以あしき物として棄るへきの理あらんや､聖人の道ハ人の以て人たる所の教エなれハ'偶あしき学者あれハとて'山豆聖学を廃すへきの理あらんや'悪しき学者ハ自其者の罪にして聖学の罪にハあらす'偶こして去るものゝ有るハ'猶彼の飲食に当り水火の乗難
i/
に逢ふも同し事､定めて｣然るへLt　かJ～る姿の事ハ独文学の上にのミ在ルにあらす'万事万端皆か^Jる弊害のあらぬものハあるへからす'筈へハ知恵も才覚も勇気もなさけも大事の徳にして､常にハ世の為メ人の為メ二も為る事なれど､其害を語る時ハ小人にして才あるものほと悪しきハなく'義な-して勇を好めは乱をなし'婦人を愛して多情に過れハ身家をも亡ほす也､去とて之等の諸徳を以て悪しきものとハすへきにあらす､去事云ふものハ感の中にも最あしき惑と云へしt
柑B
l　古の名将勇士ハ学問せすと雄'格別の人傑も多-｣有る事なれハ､
学問ハ無用の事なり杯云者も有れど'大なる過チ也'天棄上智の人ハ生れながら知る事なれと'中人二にてハ学ふこあらされハ知る事能ハさるよしを'孔子色々に日へる二あらすや'孔子の門人子路か末学ハきりし時の心得にハ､直なる竹ハ直さす共矢と為すへきの理としたれと､孔子ハ羽を付根を付て初めて能矢に成の理
二九
∵∵
を教へ賜ひしに依り､発明して学ひたれれハ､遂に古今の勇士と成て今の世まても其名を輝かせり'去れハ件の人傑と称せらる～者も'之に学問を加エハ弥其才徳を益す事と知るへし'文武兼備
〓1
と云｣ことハ､昔より美事とする所なれハ､縦令名将勇士の生質を備ふと雄'学問ハ必為すへき事なり､
一武士ハ一筋なるか善しと云者あり'これも一徳なれハ随分然るへ
し､去りなから､大道正義に1筋ならハ'なまなかに左右を見過すより､時に取てハ極めて能事も多かるへけれとも､一筋杯云一徳者ハ極めて固随こして､其僻邪路傍径'若-ハ必小節小義に一筋なるもの多し､是等の惑を脱せんと欲する二も､学問せてハ叶ハぬ事也'
一武士ハ正直なるか善とす'是も一徳なれハ極めて善し'去ながら､
柑R
一筋に正直と云てハ一直者と云まて｣事こして'名将名士の地に
杯ハ中々至る事を得へからす､孔子の言葉にも'直なる哉史魚'邦道あれハ矢の如し'邦道なきも矢の如し'君子なる哉蓮伯玉'邦道あれハ失ノ如ク則仕へ､邦道なけれハ巻て而之を懐にすへしと日マへ-､去れハ史魚か直こても'一直こてハ君子の称ハゆるされさるにあらすや'且直と云にハ随分弊害も多き事なれハ､深く心得の有へき事な-､孔子の言葉に'古の愚や直と日マひて､
一直こてハ動もすれハ愚直に陥りやすきもの也､愚直こてハ只純
朴の野人良民たるまての事こて､何の役こも立夕ぬ事也'又直情
20A
勤行ハ戎秋の道と日マひて'彼の父羊を撰ミ｣　て其子の之か謹人たりしをハ､孔子ニハ其直をゆるし賜ハらす､吾党の直者ハ之に
三〇
異なり､父ハ子の為メに隠し､子ハ父の為にす'直其中二ありとロへり､去れハ'直か苦しとて一より十まて善さにもあらす､一体人間の道ハ､憎クしとも憎むまじき者をハ堪忍ひても憎むへからす'可愛しとても愛すましきをハ是亦堪忍ひても愛すへからす'直か善しとて是等のこらへもな-諸事心のまJ～に立振舞ひてハ､則所謂戎秋也､去ハ孔子ハ､文質に勝てハ則史､質文に勝てハ則野'文質彬々として然後君也と日マひ､子貢ハ虎豹の醇ハ猶犬羊の韓の如しと日て､総ての事能々文質の間を弁へて直をハ
｢▲1･
守｣たき事なり､夫達とハ質直こして義を好ミ云々と日マひしハ'実に至言とも云へ-'是等の融通な-てハ大事なとハ素より終へ難き事多かるへけれハ'か-る味をも能会得して'真の名将名士
′
ともならんにハ'兎角学問の益多き事と知るへし'学問成就して世のため人のためにも為るはかりこ至る者ハ世に少き物なれハ､無用の力を弊やさんよりハ､結句学はさるを勝れりとす杯云ものもあれと､中人以上ハ以て上を告クへしとロマへハ'人井の生質なる者ハ､深切に志さして能さへ学ふ時ハ'必上智の人にも亜クへき地二至る事と､決して疑ヒを容れすに学ふへ
=<
きなり'｣上智と下愚と移らすと日マへハ'下愚の者二至てハ学問ハ実に無用也と云ふの説あれと'是又過チなり'学問ハ必しも上知の位に至り､世の為メ人の為になるばかりにもあらす､其人才次第'己を尽して天職二扶し人道を踏む事なり､且小人閉居不善をなすと云て､去る下愚の者なとハ志さす所あらされハ決て能工夫はかり
ハなさ-る事也､然るに之に反し､苛も善に志させハ悪なきなりとも数へ給てハ､か"る人物は別て学問を進めたき事なり､
1　志善道に誠なれハ'百事の間l々に心を労せすと云とも､過チハ
｣.t
少なかるへし､若之に反し､心中に邪を挟､.rr工ナミを構ゆる｣時ハ'百端の事皆虚飾に属すれハ､何程心力を尽して之を取飾るとも'己か心の及ふ丈の事こして､其心の及ハさる所二至てハ､一ツも見ルへきな-､衆人の目ハ欺-へからす､縦令1旦ハ之を欺-も長久の事ハ保ツへからす'縦令久し-衆人を欺-とも'正士二重てハ断して欺-事を得す'去れハ其心力を弊やして取飾りしハ､却て其身の害と成ルニ至れる也､去れハ善二志して'広き世界に明る-住むほと武士の本意なるハなき事とさとるへし､善に志と云へハ学問に過るものハなき也'
.∴＼
一善に志さし善を作さんと欲するも､道義に明らかな｣らされハ､
口惜-も却て不善の行に陥ゆる事ある也､いわゆる道と義を知らんと欲するにハ'学問を置て更二何にものか之あるへき'学問ハ古今の分別者達の言行を書のせたる書を読む事なれハ､何程分別を増スも知れぬ業ならすや､武門に於ても分別の無ほと浅ましき事あるへからす'無分別の者にハ鎗執ての功名ハあれとも､採幣執ての功名ハ分別あるものにあらされハあらぬ事と名将の言葉こも之あ-'如何にもまへき事に覚ゆるな-'
忠良の事　　第四
∴卜
一夫忠ハ人臣第一の徳､之を踏むハ人臣第一の義､武士の眼｣目な
れハ'其字儀に至るまて詳に之を左に諭す'予か新説特兄の如き
松森胤保『山菜小譲』考　-　序説･附翻刻I
ハ､議者の諸を免れさる所と雄､素より辞せさる所なり'占言ハ勿論字儀二至るまて､西漢以前ハ所謂相伝の説を存し'其本旨を得ルもの多Lt　此ノ忠ノ字の儀に於けるも亦然り'然と雄古言簡古､其儀亦解し易スからす'こゝ1を以後儒又之に通せす､独後世俗間通用する所の儀に昏迷し､遂に其相伝の古儀を失ひ､本旨を憤るの解説多し､其言二云､忠ハ懇到詳悉至らさる所なきの儀と､凡人臣の君に事る､其義素より応に然るへLt然と雛'其字儀に至てハ大に相伝の古儀を失ひ､本旨を憤るもの也'夫懇
21
到詳悉至らさる所なし｣と云ものハ､何に依て其説を得たるや'蓋忠恕井言ふと'所謂後世通用す所のものこ惑ふもの疑ふ所なきに似たり､所謂忠恕井へ言ふものハ'共に其心の徳たるを以なり'何懇到の儀に与ヅカらんや､其説詳に下二見'所謂後世通用する所の儀に惑ふものハ'君に事るの徳百端な-と雛､後世其徳を称して合せて'忠と称するもの'蓋其耳目を塗か為な-､夫君に事るの徳を惣称して忠と称するの説も亦之を下二誌､夫忠ハ言の徳'又心の徳､何をか言の徳と云'何をか心の徳と云ふう忠の儀たる'言其心に中た-内外相背かさるの意な-､愛を
∵.I
以字たる､中に従ひ心に従ふこ似たり'｣此れ其以心の徳､又言
ヲウ
の徳たる所なり､家語に孔子玉の徳を称して日'暇稔を検ハす'稔暇を検ハす'息なりと､是内外相背かす､言其心二中るの儀たる所'殊に分明なりとす'山豆懇到詳悉の儀に亘らんや言の徳たり､こJ･Jを以古忠信並へ言ふ'論語に云､忠信を主とす､又云､十重の呂､必忠信丘か如き者ありの類､是なり　〔割注‥信
三1
ハ言の徳な-'こ-を以儀たる､人と言て信'故に字たる､人に従ひ言に従う､是皆人の知所､且こ･ミニ於て客にして主にあらす'依て本文二略す〕､独り其字の相並言する而巳にあらす､其文儀
24A
字儀に至るまて'之を其辞に発して明瞭な｣るもの有り'孔子日､言忠信､行篤敬､斯の如きハ､忠信ハ則言の徳､篤敬ハ別行の徳たる事'実に明瞭ならずヤ　ー'然るに之を顧みす､他の牽強の説を立ツるハ過と云へし､独前行に論する所のミならハ'猶異論無き事を期せすと経､言の徳たる'之を譜する二足もの又之あ-､論語に云'忠告し而善導す､又云'君子九思あ-'視ハ明を思ひ'聴ハ聡を思ひ､色ハ温を思ひ､貌ハ泰を思ひ'言ハ忠を思ふ'虚書の孔子伝に云'言忠信ならさるを胃と為すと､量子外篇に又云､其言の鬼神に忠信なる､是祝史信を薦めて憤る心なきの謂也と'是則神に事二直なれや是誠なれと云の儀の如シ'何更に解説を下
24B
すこ暇あらんや'｣又心の徳たり'こ-を以古恕ノ字を並べ言て忠恕と熟す'論語二云'夫子の道ハ忠恕而巳､又云､忠恕こして行､此の如の類是なり　〔割注‥恕ノ字の儀たる'人を見る事己か心の如-す'こ≧を以て､字たる､如に従ひ心二従ふ所とす〕､其心の徳たるや亦見るへし'忠又一使用あり､言其心二中るハ直二似たり､此を以古或ハ道と
侮カ〕
併へ言て忠直と熟するあり､伊訓二聖言を詰り忠直二逆ヒ'論語二忠直に之興すの類也'斯の如きの類ハ骨本儀と相発する二足也､黙らハ則'人臣君に事るの徳を以併ハせて忠と称するものハ何そ
三二
ユ
や､云､人臣の君に事る病ハ阿談に在り'薬ハ直言に在り'直言
25A
ハ所謂忠言､毒薬の口に苦-して病に利あるもの｣是なり､孔子日'君に事ル､干すこと有て隠す事なし'伊訓に日､下と為て能忠'孔氏之に伝して云､上二事りて誠を尽-すと､誠ハ則飾ル所なきの儀こして､猶直の儀あり､故に誠直と熟し､戎ハ息直と熟し､皆一類とす､漢人の古儀を伝うる'斯の如し'斯の如きの類､彼此相考究するに人臣の道忠を貴ふ'山豆瞭然ならすや､人臣の道既に忠を以最貴としとす､こ"を以後世1転人臣の道を総称して忠と咽るに至る事'猶H今の如き事久し､後儒皆之を知らす､各其臆を以符会の説を立て'みたりに古儀を断するこ至り'
､締カ〕25B
戎懇至洋悉の解を下して忠字｣　の古儀を失ふこ至'察せすハある
｢
へからす､
ツキ
以上数件､忠ノ字の古儀既に弁解を終､更二新儀上二就て之を述へん､古言二国乱れて忠臣あらわる≧と云の語あり､世人此語を以戦国の間に当タれハ､英傑相顕ハる"の義とする者多しと雄､其説蓋シ然らす'若其説の是ならハ､世乱れて人材顕ハるJMと云を以勝れりとす'何必しも国乱れてと云ハんや'何そ故ラに忠臣と云ハんや'所謂国乱ルと云ものハ'乱世二在てハと云二あらす､其国の乱夕るJ～を謂也､凡国の乱る～ものハ､独り敵国の兵来て之を乱る二あらす'某国必故あり'其君戎ハ暴を為して怨へきか'戎ハ其権を失て恐へからさるか'戎薯に幕へ-畏るへき者あり
2<
て'之二従へハ必安-｣君二従へハ必危-'民心瓦解し群臣離叛Lt動もすれハ君の不良を計る者あるも､綱縄振ハす政刑挙から
す､力之を制する事あたわす'国の反覆期して待ツヘきの類ハ'所謂ゆる国の乱る"と云もの也､所謂忠臣あらわる≧と云もの
′煎｢敢′
ハ､斯の如きの際に立て肯て其君を怨ミす､肯て其恩二背かす､敬肯己か利害を顧ミす､勤る所ハUハ其君と社榎とのミ､衆人皆西するも我独東し'衆人皆濁るも我独活ク､力を悉して之二任し､死を以之二従ひ'百折推けす死生変せす'能松柏の徳を休して義を
†十
踏の類を云ふ'斯の如-こして､国乱て忠臣顕ハる"儀氷訳するこあらすや､是直二人臣不抜の大義'勤めすハあるへからさるも
26R
のとす'｣小忠ハ大息の賊と云うの語あり､至言と云うへし'能弁へすハあるへからす､云ハ､'一事の益を見て百事の損を忘れ､一旦の利を見て始終の害を忘れて動き､終こ大害を成すハ'其志ハ全-君
メ
の為にするこ在といへとも､皆小忠たるこ免れす､扱大忠臣の事をハ良臣とも云也､良とハ調良と熟して'取と),Jのひて行届きたるとの詞ハこて'国の柱石とも成へきを云なり､唐の親徴ハ'臣ハ忠臣たるを願ハす､良臣たるを願うとまても云し也'去れハ忠臣も良臣に如かすと知るへし､申さハ､其君也国也の為メに身命を顧ミすして探切に働-者をハ､縦令智力か足らすして其事なら
27A
すとも､忠臣とハ云ハ｣さるへからす､然とも未た良臣とハ云うへからす'良臣と云ハ､智も有-才も有り'勇も有り力も有-､十分二兼備して傾-家をも傾かしめす､亡ふる国をも亡ぼきしめす杯云如き､踏ミ留メたる武士を云也'後世之を以社横の臣なとと云し事もあるなれ'志士ハ之をこそ願ハしき事なり'
松森胤保『止曳小議』考　-　序説･附翻刻　-
(未完)
注
(-)松山藩は'止保四g年(二ハElqL)　酒井忠恒が父･比内酒井宗家三代小心勝より領地
を分知されて成立した､比内渚の支藩であるo藩士も本藩伴内藩からの介入によってその基礎がつ-られた｡初代巾心恒･二代忠禄ともに相続時に年少であったことなどが関係して､本藩からの指噂が職制･人事にまで及び､三代忠休の時に起きた藩内派閥抗争である宝暦事件の後には､もともと乏しかった藩の自立性を喪失してしまったとされる　(『松山町史』上巻'.九八九㌧　四一･ハ頁)｡松森の就任した佃家老という職は'この事件後常置された本藩庄内藩からの出向役職であったo席末期には二万京千石｡
(-)中村清二『幕末明治の帽れたる科学者　松萩胤保』､白文堂へ　l九州Lt一七二頁｡(3)以下'松森の経歴および松山津(松嶺洋)の状況に関しては､『松山町史』下巻二
九八九)を参考とした｡
(4)ただし､松森の職は名誉会長であり'実質的には東京人類学会と連絡しあうなと
していた羽柴が会の中心であったようであるo奥羽人類学会についてはへ　杉山博久｢｢石狂｣の先生　-　羽柴雄輔小伝｣(こ～(四)(『考古学雑誌』九一(一)～(四)､二〇〇七年三月)､及び山EE仁史｢奥羽人類学会と東北の信仰･民俗｣　(『東北文化研究室紀要』第E八集､二〇〇七年二.月)参考o
(5)　酒田市立_珂書館
｢両羽博物図譜の世界｣､http‥＼＼llbraryctty.sakata.tgJp＼matumcPr1JtndexhtmlD｢古文書画像検索｣､http＼＼ltbrarycttysakatalgJp＼tmgsrchJo｣ndexhtm1.
(-)　江崎悌一二｢松森胤保と『両羽博物図譜』｣へ　『科学史研究』第七号､一九四三年-一
月へ　E]○頁o
(-)以上'磯野直秀｢『両羽博物図譜』の研究　-　成七までの経緯と各部の概要｣『慶
鷹義塾大学日吉紀要･臼状…科学』沌16㌧　1九八九'九十f:～九六頁｡
(-)　同右｡(9)　松森の自然認識と社会認識との関係性については'『侵勢危言』　(後述)　から窺う
ことができる｡松森は'王政複占の大口ウ令とともに樹J?された新政権を｢革命｣　の大挙を成したものであると解釈し､新政権に｢百姓不易の道｣　による教化を望む｡その　｢道｣を'｢大物の実際上｣､すなわち自然事物にあたって得た観察結果から演
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揮して説いたのが『侵勢危言』である｡松森の自然観察は､教化の原理を得るための手段だったのであるo　この点については'他H別稿において詳述する｡
(10)酒出心立国育館光丘文庫が所蔵する『南郊著述日録』は'寄贈の際に作成された
写本である｡松森家が所蔵する原本と照合したところ'内容に異同がなかった｡ゆえに､本稿においては'画像番号が付され公開されている写本を出典として扱う｡目次は左のとおり｡･内書･･･先世､l身､物録･外青-文章'物理へ教育､実論'実行'記行､培植'工芸､博物･材料‥仮紳､抹香『南郊著述日録』は松森本人が分類を行っているため､松森の学究全体の見取り岡ともなる信栴すべき資料であると考えられるo
(1 1)｢欲必公世事｣の印が付けられていたのは'左の七件である(登場順)0(　)内は
『南郊著述目録』内における分類｡
『南郊詩話』(｢文章｣)･　　-一八八一(明治一四)午『和漢声音名義弁』(｢文章｣)････l八八二　(明治t五)午『物群新論』(｢物理｣)　　　　　1八八五　(明治l八)午『止曳小議』(｢教育｣)･　　･l八六Lハ　(慶応lA)午｢侵勢三1113｣(｢教育｣)･　　･l八六九～七三(明治二～六)午『政教論』(｢教育｣)･　　　　　1八八六(明的一九)午『培柏小論･迫論』(｢培植｣)-･･･日録に記述なし､『小論』自序はl八七州(覗治七)　年
(12)｢侵勢三言｣と総称されるも冊の著作のうち1｡冊が『佼勢危言』(上中下)である｡
本史部分は明治二(l八六九)年E]月二-`∴Uの口付だが'ー赤横道人｣なる人物(莱詳)による｢叙｣の日付は明治六二八ヒ二1)牛L月である｡｢.1.11口｣の他の二冊は､｢大｣が｢孔子のいう大｣であることを説明した『侵勢内言』(明治⊥ハ(一八七三)年)､及び『佼勢危言』における只体例の補足記事を載せた『侵勢余言』(も同年)である｡
(13)『促勢危言』上冊'-B1-B｡
以下'松森の著作の員数表記については､∴章の凡例を参照されたい｡
(14)『止支小議』76B～77BD
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